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　2020年通常総代会を６月２日、パルコープ京橋
事務所（本部）３階会議室で開催しました。総代
定数495名中492名（書面議決480名含む）の総代
が出席し第１～４号までの議案を審議しました。
採決の結果、全ての議案が可決されました。

2020年　通常総代会

＊開会あいさつ（要旨）＊
　この一年は厳しい経済情勢の上に、消費税の増
税、そして今年に入り新型コロナウイルスの感染
拡大が急速に拡がり、かつて経験したことのない
状況になっています。そんな中でも、平和で心豊
かなくらしをめざし、おおさかパルコープの事業
と運動に力をあわせていただきました組合員のみ
なさん、現場をはじめとした職員のみなさんに感
謝いたします。
　今回の事態のもとで、医療・介護体制の充実と
共に、海外にその大半を依存しているわが国の食
料自給率はこのままではいけないとの思いを強く
しました。
　自然界で人間が生きていくためには、ウイルス
とのある意味での安定的な関係・共生社会が提起
されています。それは国連で決議された「誰ひと
り取り残さない持続可能な社会を」とのSDGsが
掲げた社会をめざすことではないでしょうか。

2020年　通常総代会議案採決結果
議　　案 賛成

第１号議案
2019年度事業報告・
決算報告・剰余金処分案
承認の件

多数

第２号議案
�2020年度事業計画・
収支計画案、ならびに
役員報酬決定の件

多数

第３号議案 商品代金未払い組合員の
除名の件（特別議決議案）

2/3以上の
賛成多数

第４号議案 役員選任規約の
一部変更の件 多数

　
今
回
の
総
代
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
を
踏
ま
え
、
総
代
の
安
全

確
保
を
第
一
と
し
て
、
人
が
密

集
す
る
こ
と
を
避
け
る
事
を
目

的
に
書
面
議
決
で
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
総
代
会
進
行

も
簡
略
し
時
間
の
短
縮
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
体
調

管
理
表
の
提
出
、
入
場
の
際
は

手
指
の
消
毒
を
お
願
い
す
る
な

ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
佐
保
副
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪

府
知
事
、枚
方
市
、寝
屋
川
市
、

交
野
市
、
守
口
市
、
門
真
市
、

大
東
市
、
四
條
畷
市
の
各
市
長

よ
り
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
映
像
を
使
っ
て
活

動
報
告
を
行
い
、
監
査
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
か

ら
第
４
号
議
案
ま
で
一
括
し
て

提
案
、
理
事
会
の
ま
と
め
の

後
、
採
決
に
入
り
全
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
（
会
場
発
言
は

行
わ
ず
文
書
発
言
の
み
）。

　
最
後
に
総
代
会
ア
ピ
ー
ル
を

提
案
、
拍
手
で
確
認
し
、
通
常

総
代
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
を
可
決

２
０
１
９
年
３
月
21
日
～
２
０
２
０
年
３
月
20
日

ま
で
の
１
年
間
の
収
支
状
況

事業経費・
その他費用

161億5,955万円
（人件費や物件費

など）

615億
6,494万円

432億2,407万円
（利用高に対しての原価）

法人税等 5億2,044万円

その他の収入 20億9,881万円

福祉事業の収入　
3億6,954万円

当期剰余金 16億6,087万円

商品供給の収入
590億9,658万円

（共同購入・個配・夕食と店舗
での組合員の利用高）

供
給
高

支
出
の
部

収
入
の
部

615億
6,494万円

供
給
原
価

（注２）
（注１）
注１ サービス事業などの収入と

事業外収益・特別利益
注２ 福祉事業の費用と事業外費用・特別損失

238億円

286億円

退職金の引当金など
32億円32億円

これまで積み
立ててきた利益

土地や建物
などの資産

195億円

188億円

出資金

現金や商品
などの資産

未払いの仕入代金や預かり金

108億円

財
産
を
調
達

す
る
た
め
の
資
金

財
産
の
中
身

万円未満の端数を切り捨てています。
億円未満の端数を切り捨てていますので、
左右の合計は一致しません。　　　　　　

２
０
２
０
年
３
月
20
日
現
在
の

パ
ル
コ
ー
プ
の
財
産 

５
２
４
億
円

２
０
１
９
年
度　
事
業
の
結
果

供給高計画
共同購入事業 478億 4,500万円
　 内）班 170億 9,000万円
　 内）個配 297億 1,000万円
　 内）夕食宅配 10億 4,500万円
店舗事業 107億 4,000万円
2020年度計画 585億 8,500万円

２
０
２
０
年
度

収
支
計
画

　大阪のお母さんたちがつくった生活協同組合おおさかパルコープ
は、庶民の町大阪で、組合員さんのくらしに役立つ事業と活動を進
めてきました。
　昨年10月の消費税増税で、家計の買う力が低下しました。新型コ
ロナウイルスの感染が世界中で広がり、多くの人の生命と生活を脅
かしています。格差と貧困の拡大が、人々の健康で文化的に生活す
る権利や、子どもたちの幸せに育つ権利を奪っています。私たちは
全ての人の生活と人権が尊重される社会をめざします。協同して購
買事業を進め、子ども食堂への食材提供やお買い物支援など、地域
に寄り添って活動していきます。
　生活の基礎は衣食住ですが、日本はその食の多くを輸入に頼り、
食料自給率は下がり続けています。生産者の高齢化、後継者不足は
深刻で、産地は疲弊しています。パルコープは生産者やメーカーの
みなさんと手をつなぎ、店舗では漁港や市場の早朝仕入れを、支所
では大阪ならではの商品づくりをしています。これからも第一次産
業や地域経済に貢献していきます。
　私たちは震災や台風、豪雨の被災地の支援も続けていきます。自
然災害が激しさを増し、待ったなしの気候危機が迫り、地球と人類
の存続が懸念されています。
　私たちは戦争や核兵器のない世界を求めます。平和で安心してく
らせる持続可能な社会と青い地球を、子どもたちに残すことは、私
たち大人の責任です。マスコミの情報だけにまどわされず、社会の
矛盾や問題を見つめ想像力を働かせて、主権者として考え行動して
いきましょう。一人ではできないことも、みんなで力を合わせて進
めていきましょう。
2020年６月２日
� 生活協同組合おおさかパルコープ　通常総代会

2020年通常総代会アピール

　
43
件
の
文
書
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

案
を
深
め
る
意
見
と
受
け
止
め
、
今
年
の
事
業

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
同
購
入
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
の

中
、
生
協
事
業
・
働
く
職
員
へ
の
感
謝
と
期
待

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
の
中
止
・

抽
選
も
れ
な
ど
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
の
休
止
や
外
出
自
粛
も
あ
り
、
５

月
は
前
年
の
１
３
０
％
を
超
え
る
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
企
画
の
中
止
・
抽
選
・
利
用
の
１
点

制
限
を
す
る
こ
と
で
、
生
産
・
物
流
・
配
達
を

限
界
内
に
と
ど
め
ま
し
た
が
、
組
合
員
さ
ん
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
経
営
と
し

て
は
、
増
員
や
個
配
担
当
者
の
配
達
件
数
の
削

減
な
ど
、
現
場
職
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
組

織
と
資
源
コ
ス
ト
を
集
中
さ
せ
、
組
合
員
さ
ん

の
く
ら
し
に
不
可
欠
な
事
業
を
つ
づ
け
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
伸
び
て
き
た
個
配
が
今
後
も
伸

長
す
る
予
測
の
も
と
で
、
今
後
の
自
然
災
害
に

も
備
え
ら
れ
る
よ
う
、
物
流
の
拡
大
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。

店
舗
事
業
に
つ
い
て

　
店
舗
を
利
用
さ
れ
る
組
合
員
さ
ん
に
は
、
入

場
制
限
や
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
感
染
予
防
を
す
す
め

ま
す
。セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を
、東
都
島
店・
星
ヶ

丘
店
に
も
５
月
に
設
置
。
電
子
マ
ネ
ー
は
準
備

中
で
今
年
度
中
に
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

食
品
の
安
全
の
継
続
強
化
と
、

食
料
問
題
に
つ
い
て

　
組
合
員
さ
ん
と
生
産
者
が
交
流
し
、
生
産
者

の
こ
だ
わ
り
や
安
全
の
努
力
を
組
合
員
さ
ん
が

体
得
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
生
産
者
皆
さ
ん
の

誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
流
は
安
全
の
担
保

で
あ
り
、
生
協
商
品
事
業
の
原
点
と
考
え
す
す

め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
近
畿
・
国
内
の
鮮
度

や
お
い
し
さ
を
価
値
と
す
る
商
品
を
各
店
舗
・

各
支
所
で
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て

　

店
舗
・
共
同
購
入
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

は
、
対
象
品
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
配
送
時
の
回
収
は
、
現
時
点
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
プ
ル
タ
ブ
・
キ
ャ
ッ

プ
の
再
利
用
含
め
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
改
善
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ー
プ
商
品
で

は
、
ラ
ベ
ル
な
し
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
量
の
削

減
を
引
き
続
き
す
す
め
ま
す
。

総
代
会
に
つ
い
て

　
本
日
の
総
代
会
開
催
は
法
律
上
、
最
高
決
議

機
関
と
し
て
必
ず
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
う
え
で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
の

あ
と
も
、
現
時
点
で
は
屋
内
で
の
１
０
０
名
を

超
え
る
集
ま
り
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か

ら
、
書
面
決
議
を
推
奨
し
、
少
な
い
出
席
者
で

の
開
催
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
安
全
も
民
主

制
も
ど
う
し
た
ら
守
れ
る
の
か
模
索
し
追
求
し

て
い
き
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

　
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
採
用
困
難
か
ら
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
、
ご
迷
惑
・
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
働
く
方
の
処
遇
改

善
や
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
風
土
づ
く
り
を
す
す

め
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
採
用
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。小
規
模
多
機
能
介
護
事
業・サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
活
動
に
つ
い
て

　
活
動
委
員
会
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
総
代
会

後
、
感
染
予
防
・
３
密
回
避
で
の
進
め
方
で
、

安
全
確
保
に
は
慎
重
を
期
し
不
安
の
削
減
に
重

点
を
置
い
て
い
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

地
域
の
取
り
組
み
へ
の
参
加
手
続
き
の
簡
素
化

や
、
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
は
さ
ら
に
検
討

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
生
協
は
組
合
員
さ
ん
の
出
資
・
利
用
・
運
営

参
加
の
３
原
則
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
学
習

し
自
分
で
考
え
る
地
域
の
民
主
主
義
と
し
て
の

活
動
を
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
で
再

開
し
、
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
、
事
業
で
支

え
て
い
き
ま
す
。

発
言
を
受
け
て
の
理
事
会
の
ま
と
め
（
要
旨
）

受付での検温のようす


